
■　その他の社会連携活動
・化学工学会東海支部　役員
・日本人工臓器学会会員
・日本未病学会会員
・日本生体医用工学会会員

■　相談に応じられる関連分野
・伝熱装置、拡散分離装置の開発
・医療機器の開発
・計測・制御装置の開発
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キーワード：ミスト回収、高速凍結、食品冷凍

■ 個人研究者　　□ 研究者・学生等による共同プロジェクト　　□ プロジェクト研究所
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能動回転式ミスト回収装置
特許第7141131号

　ミストを含有したガス中で、らせん状の板を高速回転
させることで、ミストを回収する技術です。

　らせん状の板を回転させることで、従来から使用され
ているサイクロン内部で発生する回転流れを作り、ミス
トに遠心力を発生させてらせん状の板でミストを回収す
ることができます。

低温エタノールを用いた高速凍結技術の開発
　血液や液体の食品などを低温エタノールで高速凍結さ
せる技術です。
　低温エタノールのスプレーや振動を利用して極めて高
速な凍結ができます。

　右図は、模擬血液をさまざまな方法で凍結させたとき
の温度変化です。低温エタノールのスプレーと振動を印
加することで、従来のエアーブラストの約20倍のスピー
ドで高速な凍結ができます。

社
会
連
携
へ
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

●伝熱や拡散および分離の効率を高める技術を研究しています。
●マウスなどの動物細胞を使用した試験を実施しています。
●浜松医科大学での人体解剖実習の経験があります。
●犬やマウスを使用した多くの動物実験の経験があります。（現在は実施していません。）
●近赤外光（NIR）計測や光電子増倍管を使用した微弱光計測の技術があります。
●簡単な電子計測・制御回路等の試作ができます。

【代表的な研究テーマ】

□ 能動回転式ミスト回収装置
□ 低温エタノールを用いた高速凍結技術の開発
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